
• 都市計画決定から15年。工事が進捗。
• 民地内の公開空地や道路上空占用等による歩行者空
間が生まれてきた。

• 「多様な広場空間の使い方」に焦点を当てた「広場空間
のあり方」の議論が必要。

• 能登半島地震を踏まえ、新ためて防災機能へ期待

１．背景・目的

2.1.位置づけ
• 指針2010や基盤整備方針2012を具体化

2.2.基本的な考え方
• より良いあり方を示すもの
• 管理運営ルールを決めていく上での指針

2.３.対象
（１）対象エリア：渋谷駅中心地区

（２）対象とする広場空間の考え方：官民含めた滞留空間

（3）対象とする広場空間：具体の対象広場

2．本ビジョンの位置づけ・考え方・対象

3.1.渋谷区のまちづくりの考え方（関連する計画）
（１）渋谷区まちづくりマスタープラン

（２）渋谷駅中心地区まちづくり指針2010

3.2.対象エリア周辺の特性
（１）土地利用

（２）路線の特性

（3）将来の歩行者交通量

（4）管理・運営面での期待と課題

3.3.対象エリア周辺の特性のまとめ

３．渋谷の広場を取り巻く環境

（１）将来像：スクランブる。

（2）広場に求められる機能

４．渋谷駅中心地区の広場ビジョン（将来像）

5.1.広場の有する機能の考え方
（１）ゲート（待合せ）
• 考え方のポイント

（2）憩い・潤い・リラックス
• 考え方のポイント

(3)交流・にぎわい
• 考え方のポイント

(4)情報発信
• 考え方のポイント

(5)防災（非常時）
• 考え方のポイント・安全確保計画より

5.2.広場の管理・運営の考え方
(1)管理・運営に関する考え方

（2）情報共有・連携に関する考え方

５．広場の有する機能・整備・管理運営の考え方

6.1.方面別の機能配置の方針
（１）北西方面

（２）北東方面

（3）南西方面

（4）南東方面

6.2.方面別方針の実現に向けて
(1)機能配置の誘導方策

（2）管理運営の誘導方策

６．広場ビジョンの実現に向けて
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① 渋谷駅中心地区広場ビジョン 全体構成 〔案〕

■ 広場ビジョンについて 資料３－３

機能配置の方針（例）

2025.06.20 第61回渋谷駅周辺地域の整備に関する調整協議会
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広場ビジョン（更新版）の検討

渋谷駅周辺広場空間等検討委員会（2/7）

2024
年度

渋谷駅中心地区まちづくり調整会議（3/25）

今年度

第36回防災･にぎわいなど広場分科会（9/26）

第37回防災･にぎわいなど広場分科会（12/23）
（意見集約）

まちづくり調整会議へ提案

渋谷駅周辺広場空間等検討委員会から
「（仮）渋谷駅中心地区広場空間計画指針」の原案として、渋谷駅中心地区広場ビジョンを提案

地元調整協議会へ報告（本日）

② 今後の進め方

第４回渋谷駅周辺広場空間等検討WG（1/21）

連携

■ 広場ビジョンについて

広場ビジョンの内容を再精査

議会委員会報告

（仮）渋谷駅中心地区広場空間計画指針として公表

パブコメ



③ 渋谷駅中心地区広場ビジョン（案）

■ 広場ビジョンについて
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■ 広場ビジョンについて
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■ 広場ビジョンについて
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■ 広場ビジョンについて
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■ 広場ビジョンについて
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■ 広場ビジョンについて
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■ 広場ビジョンについて
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■ 広場ビジョンについて
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■ 広場ビジョンについて
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■ 広場ビジョンについて
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■ 広場ビジョンについて
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■ 広場ビジョンについて
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■ 広場ビジョンについて
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一般社団法人渋谷駅前エリアマネジメント

一般社団法人渋谷駅前エリアマネジメント 2024年度活動報告

1

１．屋外広告物地域ルール/⼯事中の魅⼒付け(落書防⽌対策等含む) 
<⼯事中の媒体等を活用した広告掲出>
・旧東急百貨店東横店解体工事足場、渋谷憲章シート、東口地下広場などで広告を展開。
工事中の仮囲いや道路上施設等を活⽤し、アート展開による持続的なまちの賑わい創出および歩⾏者空間の美装化を実施。

<アーティスト公募企画 ”TYPELESS Vol.2”>
・アーティストの挑戦の機会創出や落書き・ステッカー対策を⽬的した取組みの第2弾。
・公募で選定された塩澤 元基氏の作品を、ハチ公前広場の階段上屋壁面に掲出。

<渋谷地下街フェンス 賑わい装飾の更新>
・駅周辺の工事中の魅⼒付けを⽬的に菊⽵教授と連携し2020年7月から装飾開始。
・経年劣化等により2025年2月に新デザインに更新、渋谷の多様性を表現した。

©Ryota Hashimoto ©Ryota Hashimoto

掲出前（2025年2月6日） 掲出後（2025年2月13日）
新デザイン(2025年2月更新)2020年7月実施装飾

資料４－１2025.06.20 第61回渋谷駅周辺地域の整備に関する調整協議会



一般社団法人渋谷駅前エリアマネジメント

<SHIBUYA WINTER ILLUMINATION2024-2025>

ハチ公前広場・道玄坂（点灯式） Shibuya Sakura Stage 桜丘広場（点灯式）

・点灯期間︓2024年12月2日(月)〜2025年1月31日(⾦)
・点灯時間︓17:00〜23:00

12/2、渋谷駅ハチ公前広場とShibuya Sakura Stage桜丘広場にて
イルミネーション点灯式を開催。

2

<HPによるイベント発信>
第Ⅲ期まちびらきの特設ページを開設。

2．情報発信
<大学連携>
東京都⽴⼤学菊⽵雪教授（当時）と、ゼミ⽣ととも
に渋谷らしい景観形成を⽬的とした映像作品を、渋
谷スクランブルスクエア東棟外壁ビジョンで放映。

<大山街道PV>
渋谷区との連携で、⼤山街道整備プロ―モー
ションビデオを制作し、渋谷スクランブルスクエア東
棟外壁ビジョン等で放映

<ハチ公像後方仮囲いにおける昔の駅前風景写真掲出>
ハチ公像後方の枯山水一部撤去工事に伴い、3/26より設置される仮囲い
の賑わいを創出するため、昔の渋谷駅前の風景写真を掲出予定。

仮囲い装飾のイメージ



一般社団法人渋谷駅前エリアマネジメント

3

2．情報発信
<渋谷駅中心地区基盤整備情報パネル>
新南改札移転・渋谷サクラステージ本格開業に合わせ
渋谷駅周辺の将来像を示すパネルを掲出。
日程︓2024年7月17日〜
場所︓JR渋谷駅新南改札前

基盤整備に関する内容 南口北側自由通路完成イメージ

<WALKABLE CITY SHIBUYA 渋谷百年未来のまちづくり （ブックレット）制作・配布>
めぐり歩いて楽しいまちを⽬指す渋谷駅中心地区の基盤整備に関する概要を一般向けにまとめた冊子を作成。
区役所や観光案内所での配布や、視察時の資料などに活⽤。
日程:2024年11月16日〜
場所︓渋谷駅周辺

渋谷区との情報発信に係る協定に基づき実施した情報発信施策



一般社団法人渋谷駅前エリアマネジメント

Shibuya Sakura Stage OPEN（7月25日）
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３．街区共同イベント

■各セレモニーの様子

< 第Ⅲ期まちびらき>
みんなが創り、みんなが参加し、みんなで盛り上げ、世界に開かれた⽣活文化を発信する事を⽬的として実施

渋谷アクシュ開業（7月8日） 新南改札移転開業セレモニー（7月21日）

■告知展開

⻄口国道デッキシート 渋谷駅⻄口地下歩道ストリーム２Ｆデッキシート



一般社団法人渋谷駅前エリアマネジメント

渋谷区役所庁舎⾒学ツアー
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３．街区共同イベント

■OPEN ART -渋谷アンデパンダン展-
渋谷の主要スポットを作家の才能をひらく場として提供。
応募作品全てを展示。
展示期間︓7月29日（月）〜8月31日（土）
応 募︓147作品

■OPEN CITY体験
普段入ることのできない渋谷の場所や、夏休みだけ
の特別な体験ができるツアーを開催
ツアー名︓渋谷区役所庁舎⾒学ツアー（渋谷区）

渋谷区トイレツアー（渋谷区観光協会）等
体験数︓14体験
参加者︓239名

< 第Ⅲ期まちびらき>
■OPEN LIVE
渋谷のまちなかでストリートLIVEを開催︕渋谷をステージに、
様々なアーティストが音楽でまちに賑わいを⽣み出しました。
日程︓2024年7月25日〜8月29日の毎週木曜日
場所︓サクラステージ、ストリーム、ヒカリエ、スクランブルスクエア、

渋谷中央街、IKEBE SHIBUYA（全7回）
応募︓182組、出演数14ミュージシャン

４．防犯防災の取り組み
<合同防犯訓練の実施>
実施日︓2024年10月4日(⾦)
渋谷警察署と各施設による合同防犯訓練を渋谷サクラステージSHIBUYAサイド2階桜丘広場で実施。防犯連携体制の検証を図り、実効性向上に寄与した。

渋谷区役所

渋谷区観光協会



一般社団法人渋谷駅前エリアマネジメント

５．広場の利用
<「GREEN XROSSING SHIBUYA」プロジェクト>

廃棄された漁網を再利⽤した天吊りアートを展示。
一社）Swithとの共催
日程:2024年8月17日(土)〜8月31日(土)
場所︓渋谷駅東口地下広場

<SHIBUYA OPEN LIVE 2024 AUTUMN>
街の回遊促進やにぎわいづくり、若⼿ミュージシャンの
支援を⽬的に渋谷駅周辺の6カ所で開催。
日程:2024年11月6日(木)
場所︓渋谷駅東口地下広場（会場提供）

<「秋の条例啓発キャンペーン」への参加>
渋谷区開催の「きれいなまち渋谷をみんなでつくる条例」の
趣旨に基づく渋谷駅周辺清掃活動に参加。⻄口歩道橋
デッキおよび⻄口地下歩道の清掃活動を実施。
実施日:2024年11月1日(⾦)

６．その他
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<モヤイ像移設除幕セレモニー>
2024年11月に移設されたモヤイ像のお披露⽬に
あたり、渋谷区主催の除幕セレモニーの運営に協⼒。
日程︓2025年1月21日(水)
場所︓渋谷フクラス⻄口広場

<SHIBUYA OPEN LIVE at DIG SHIBUYA 2025>
渋谷区主催「DIG SHIBUYA 2025」のオフィシャルパー
トナープログラムとして、４日間にわたり開催。
日程︓2025年2月8日(土)-11(火)
場所︓渋谷駅東口地下広場（会場提供）

<渋三さくら祭連動 国道上デッキ利活用イベント>
道路協⼒団体指定を受け、「渋三さくら祭」と連動した、
こたつ等を設置した実証実験を実施。
日程︓2025年2月14日(⾦)〜2月16日（日）
場所︓渋谷ストリームと渋谷スクランブルスクエアを

繋ぐ国道246デッキ上
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①歩行者ネットワークサインルールの作成
将来整備されるバスタや動線となる施設がエリア外にあるが、
駅前サイン・公共サインのすみわけ設定をしながら設置が必要
 エリア外の関係者の巻き込み範囲を設定（右図参照）。
 新規追加箇所の位置関係等から、サイン設置の考え方をパターン
別に整理

新規サイン設置の費用負担や適用ルールのフロー（継続）

②⾧期基本方針の作成
関係者の予算確保や委員会の活動項目設定ができるよう、
周辺開発状況を見越し、更新に関する基本的なフローやスケジュール
感等、⾧期計画素案を作成

開発進捗に応じたメンテナンスを実施

③渋谷駅周辺のサイン改善検討
来街者にとって、よりわかりやすい案内誘導とするための検討を強化
 結節広場シンボルマークの掲出強化、ガイドラインの一部見直し、
工事中サインとの連携等（CM会議報告資料参照）

見直し案に対する評価検証

• これまでのまちづくり調整会議の中で、駅前サインをよりわかりやすくすること、計画中のエリア外にあるバスタへ続くサインへの対応につ
いて議論。

• 2024年度においては、渋谷駅前サインガイドライン運営委員会事務局として、歩行者ネットワークに展開するサインのルール素案作
成、将来の開発を見越した⾧期基本方針素案の作成、サインの改善検討方針の検討を行ってきた。

■検討経緯・概要

■渋谷駅周辺の開発状況

次年度

次年度

次年度

駅前サインの取り組み 資料４－２2025.06.20 第61回渋谷駅周辺地域の整備に関する調整協議会



以降2025年度
2024年度

下期上期

歩行者
ネットワーク
サインルール

⾧期基本方針

サイン
改善検討
〔区･エリマネ〕

■検討状況・進捗

現況サイン整理
開発動向整理

スケジュール整理

サイン展開案整理

更新スケジュール
整理

素案作成

方針作成

課題の抽出・関係者との調整（費用負担等）

ルール
見直し

方針に応じたメンテナンスの実施

直近スケジュール
の確認・整理

現況把握 対策検討 将来形への反映検討

対策実施
（CM会議）

ガイドライン等への反映

現在

駅前サインの取り組み
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対策評価検証の
準備・実施

追加対策の
検討・実施

（必要に応じて）



1．竣工に向けたサイン新設の調整
• 新規物件については、サイン設置位置の自主審査会の開催や調整を含めると、
竣工から逆算して約2年前から調整が必要。

• 特に渋谷駅前サインの適用範囲については利用者の利便性を考慮し、連続的に展開することが重要。
まち調等の工程確認の場で、事業者・サイン事務局とで相互に声掛けが必要。

サイン適用の拡大に向けては、引き続き費用負担等の考え方を関係者間で調整。

2．既存サインへの反映の調整
• 地図の一斉更新を鉄道・ビル事業者にお願いし、予算確保をいただくためにも2年ほど前からの調整が必要。

• サイン事務局として⾧期基本方針を今後更新するにあたり、開発事業者からの詳細な情報提供が重要。 （最終
的な竣工に関する情報だけでなく、形状や通路が変更になる時期、改札が変更になる時期等、中間時の情報も
含む）

現在のサインについては表記ルールの見直し等も行いつつ、次年度以降、利用者の評価検証を行いながら、
改善を検討。

■渋谷駅周辺のサイン検討にあたっての抽出課題

駅前サインの取り組み
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工事中仮設サインの強化方針 ①JR3階中央改札周辺の案内
本設サインルールを踏まえて、工事中サインについても案内を強化

• 各拠点（改札前、分岐点等）における案内誘導先を明確にし、よりわかりやすい記載を行っていく
改札前 ・・・ 結節広場・公共交通機関
分岐点 ・・・ 結節広場・公共交通機関・ランドマーク施設

• 鉄道施設外の仮囲いについても、状況をふまえ連続性をもたせた掲出を実施する
• 工事進捗に伴う更新・移設が随時発生することを想定した管理方法を検討していく

※できるだけ負担がかからないような材料を使い、早期に案内変更内容を確認できるチェック体制を構築する

ＪＲ3階中央改札周辺の案内

:強化方針箇所

改札前

分岐点

例)鉄道施設外の仮囲い
（連続性を持たせた掲出）

西口 東口

※2025年3月時点



工事中仮設サインの強化方針 ②銀座線スクランブルスクエア方面改札周辺の案内
本設サインルールを踏まえて、工事中サインについても案内を強化
・ 各拠点（改札前、分岐点等）における案内誘導先の明確化
改札前、分岐点 … 結節広場（5広場） ・公共交通機関

新通路部
（通路切替2024.12.22）

仮囲い（アドフラットH2.0m）

旧通路部

改札機

改
札

機
上

部
に

吊
り

掲
出

JR中央改札

仮
囲

い
に

掲
出

柱に掲出

SCSQ前

銀座線ホーム

参考. ホーム内における案内サイン（本設）

軌道内

※2025年3月時点

強化方針箇所



工事中仮設サインの強化方針 ③JRハチ公改札周辺の案内
本設サインルールを踏まえて、工事中サインについても案内を強化（３階中央改札周辺の仮設サインに準じて設置）
・ 各拠点（改札前、分岐点等）における案内誘導先の明確化
改札前 … 各出口（ハチ公口、宮益坂口）・公共交通機関
分岐点 … 結節広場（5広場）・公共交通機関

東→
（宮益坂口）

←西
（ハチ公口）

恵比寿方

新宿方

ＪＲハチ公改札周辺の案内

分岐点

※2025年3月時点

強化方針箇所



掲出サイン（一例）
追加掲出状況（一例）

工事中仮設サインの強化方針 ④渋谷駅街区土地区画整理事業周辺の案内
・本設サインルールを踏まえ、東西駅前広場仮囲いへの工事中サイン案内を強化
・連続性をもたせ、「近傍結節広場」、「公共交通機関」、「ランドマーク施設」の案内を掲出

強化方針箇所

※2025年3月時点


